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のためにも寄1m持が繰り返されていたのである (/J~ :q{t ] 969) .そうした状況下で， 1838 (天保 9) 
年10月23日に行われた寄加持の際に，正規の力1持台が不在でその代理を務めたみきは，全く新しいネ1

















1979， p.l). J このネIjlは世間の人々が知らない，全くの未知なる神であった.そしてみき(に降りた










出産したという{云承で、ある(If教祖伝.B， p.87). 以後この「をびゃ許しj を契機とし，みきに降りた
ネIj1の効能が民衆にとって開示されてくる. しかしみきが神かりをしてネ'1の社となったのは1838年の






「貧への落ちきり J の様子は，次のように記されている(lf'教祖伝d1， p.24). 
J=J 1:1のやしろとなられた教祖は， f:Jt千Ijlの思召のまにまに i貧に?持ち切れ」と，急込まれると共に，嫁入りの







































































































1 )宗教儀礼の確立ー「つとめ場所J (祭儀場)の完成. (1864年)
2 )聖典の作成開始一『おふでさき」の執筆. (1869年-)











































以上みてきたみき及び、I~f.l教期の天理教が持っていた特徴は次の 4 点に整理できょう. 1)至高の範
型となる天啓者=生千IJ教祖の存在. 2) I日来の社会構造や価値観を根底から覆すべく実践された，み


























































あり， また彼の ~I:.?J.主を通じての信 fíiJの根底となったと考えられる.
翌1900(明 ~5'33) 年， 20才の!侍に本席・伊 r~年伊 h~~から「さづけ」を受けた愛治郎は， 2おO代カか、ら3ωO代の
l前?手訪iTド土半!ド三にカか、けて，i群!f洋f宇主引(:，幻J馬i
を 1概j悦先刻j括舌すると，教tl~ ・ 1:]ご1iJJみきの宗教生活の追体験にあったと言うことができる.教祖仁1=liJJみきを範と
する愛治郎の青年時代に培われた関心は，生涯を通じて彼の信仰を支えていたが 当時の彼の宗教生活
は次の 5点にまとめることができょう. 1)単独布教の実践. 2) 病者 弱者を1:]コ心とする弐衆救済.






































治32) -]910 (向43)年にかけて 51支にわたる独立請願運動の末，ょうやく教派神道13派のーっとし
て独立するのである. しかしながらこれで救出の安定がはかられた訳ではなく，翌1911(明治44)年
には天理H教独立公認取り ?ì~í し案が議会へ~Æ: U~I されるなど，以後も信者に対して明治政府への随JI演を強
調せざるを得なかったのであった.政府からの公認を得るために， J京典の一つであった liJEi1i]:古記』












































にして南東の方から躍敷の1:1央に進み出ると r-.yIJ澄ましてt:J-~~台」と三度唱えた. 1I1~ え終わった瞬間 r こ
こが IJ~~ f=ì なのだ.J と電光のようにひらめいた.
この特に大西は r土地ではなく，人の甘露台なのだ. 自分こそその甘露台なのである.J と倍ー った
と伝えられている.この宗教体験にはいくつもの重要な意味が秘められているが，分けても次の二つ
の重要なモティーフを指摘することができょう.
















それは特に， J旬のつかえ 見るものすべてがむさ苦しくな 1')，拭き掃除をし，白衣を着て，さらにそ
れでも足りずにとうとう裸になってしまったという記述に象徴的に表3)Iされていると言えるだろう.


























向性は，天JJJI教が本来持っていた lHJ教~mの民衆宗教的パワーを取り戻さんとするものであ 1') ，天fl1教
を始jBIの!日jミに回帰させることによって 天理教における失われたコスモスを再型化する試みといえよう
由-5 大iz以降の分派教1:1とその特鍛





内の最大の分派活動になったが，このことは同1寺に， 1むの「人の台J r新たな天啓者J の/J:，JI
をi唱えることによる分派活動の誘沼にもなった.大iLJ:i以降の主な rI~I :Fr-j主主主台」を挙げてみると，天
理三11論議を I~ f.lし 1 たlJ券ひさのによる安子 I:J ~\t台.天草If t1jl 之打開場所を開いた渡辺そょによる政子






として，天理教系の諸教 j王i の草分けといえる天主i討中之口 IJi~J場所とその系列教団を検討しよう.



























































弟子であり， 1882 (明治15)年からは仁!コU-l家に住み込み，みきのもとで樹jいていた. 1すl蔵は幕末の頃
に，みきから「扇のさづけ」を受け， さらに1875(明治 8)年頃には「言!この計二しJ (扇を持って願
い人の!日互いを開くと，言葉の指図がでるというもの)を貰い，みきの片腕としてや1言を取り次ぐこと
を許されていた.教祖の死という教団にとって最大の危機の際，教祖の死の意味をネ1に尋ねたのも伊
































る教団の一つに天理!神之口開場所がある.天理子1]1 之口 I~I~ 場所の創始者で、あるiJ_JEI1毎次郎は 1根株
(梅の木)甘215?」であると称し，仁iコLU善兵衛の生まれ変わりであるとして自らこそ天啓者であると
確信することにより I~司教する.梅次長r; はプミ[生j と i司様に，天115 を出すことによって終末論的な世直しを
襟傍し，国家と対的二する姿勢をみせていたが， 1928 (昭和13) 年の治安維持法違反事科こによる検挙と






























































教学会学術大会において発表した.研究のとりまとめには，、!勺主]J:(J'.，主文部省科学研究資刻印UJ 金~í~ ，，~芸研究 (C)
( 2) i ~守統的 j是村システムにおける女性の j支部に!共j する地翌日学的 {iJI: 究 J (代去者 UI林 WJ，諜J出許号
09680152) と平成1J年度文部省科学1i31究y.Ji:i:il山UJ金奨励liJf究 (A) í計約i受容の弔("，~í:tl: からみた七iílJ lき!の j血j或構造に
関する{ijf究J(代表者 松井王子f，;1思想番号 J1780061) の乱;を利用した
1 )天理教に関していえば，地理学者による貢献は宗
教都市としての天辺市の性絡を論じたliJl:究(i山王1，
1955 ;伊藤ほか， 1967;桑原， 1970)がみられるも
のの様少数であり，他には教団関係者や史学者によ
る天理教の伝播に関する研究(金子， 1969;大谷，
1972， 1975; ï\当 n~L 1958， 1970) などがi女児される
程!支である
2 )現在天理教からwされている教組伝は， 三代Wti:












6 )このことについては F教組伝J 5， 6 章を参!~~t. 
7)天理教教会本部編(1987) (以下 r~f!rJ と略記す
る.)の次の件に象徴的に表現されているi"1¥1):J，
6-29-51に千1による宇宙創造 li筆.1， 3-40， 41に干'IJ
による人liJlの創造.間三J，3-22-24に判iの絶対七L
F筆.1， 4-64-65に千'1の子ーとしての人 IHJ. qjtJ， 
13-43-45に人間の平等.














ある. (怖:J!j(，1986， p.p.24 -25を参照のこと.)
11) 1M二物のJ'!.は， 人I¥Jの身体は+IJによって創造された
ものであるから，千!JIから人I1Jは身体を借りているの
であり，ネ111 は人 II\Jの身体を 1~11j:1にすることができる，
とされる. (rJ'lh 1975;;:若井， J976を参照のこと.)
12) liみかぐらう t:"J は， 1866 (度比、 2) {j'.-J8671，j'. 
にかけて{乍られた，十二下りからなる数え歌で， :J没
済儀礼として手ぶ i)とともに!i7I¥lidされるものであ
る. li f'lt.;1 {ま1869(1明記i2) 1，1'-から IfJr~:交的に 1882
(1明治J5) 年まで告ーきつがれていくことになる.全





13) 天理教と官憲， E吐J)(:宗教， ジャーナリズムとの校
十i1に関しては，IJ、架(1969)の第1IlffJ~ を参照のこと
14) 1887 (明治20) 年 2)'=J J81-1午後のおさしづIi教
11伝.1， p.p.333-334を参照.
15) 天n日教の教理では，教組・中I.LJみきと本JiVJ" fVil年




くの分iJ民救出が発生している.弓L! (1 989) を参 !~n. 





19) 仰次郎の次女のそめは ji(~ 段， )J 1こ!三 1上の退去j;1岳
本部を li. J設.同じく次91の金治はネ1キ1教会を i甘い、
た.1rt芋;たちのなかでは， It号本ツエによる日の本子Ijl
iJ& ;Wi， il: L. 1/: J乱によるおうかんみち，村正次郎から
i IJ~三水さづ‘け)を受けた涼沢まつ n: と Ij)Ljカズエ
はそれぞ.~'lおうかんみちから封!む:し，そめとともに
n [1三i止の道真う:11寺本部を開設した.




の J(.持者;ーを長男の光 Ilj にした.天啓:(j-は iLL 家に~L::
まれ変わるとしたのである.このいわば天持者の私
物化によって，深l)¥ゃ!二回の他にも多くの分派が止l'




22) í安 1者 :~F1~1こ」とも三う. fiJii. III 日治 l~日7)q897 (1問治




23) 1918 (大正 7) ir} )J 16 H ，天主!l教教1:1'1本部のr!1
ili にいた~)( ~~ Jr: i5kが， n うれこ天 Jí~~が 1'- るとし，ネ111~læ:
をi云えはじめた事件を指す
24 )同本と， ?TLは千1Ii3ゃ i~.::î立にそよ千金 dì は ~Jli!ilh や
引のfiを受け紺川、でいる
25) IIlf合宗や GLA， Ilt 界真光文明教 1-]1.点 ~II苑などの
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Forn1ation of New Sects frOn1 Tenri-l?yo Focusing 
on the Succession to Charisn1aS: 
Religion of Place and Religion of Revelator 
Keisuke MA TSUI 
This paper aims to analyze the formation of new sects from Tenri-/'り'0 focusing on the 
succession to charismas. Results of this paper are summarizecl as follows 
Tenri-/<yo is one of the popular reli日ionin Japan， which ¥vas founclecl in the late Eclo periocl 
by Ms. ivliki Nakayama. She became a kincl of shaman after a religious experience in 1838 
She acquirecl a lot of follov，/ers through religious activities such as curing c1isease 
lt is common that lhe cleath of the founcler brings the c1ecisive CliSIS for a religious group 
As for Ten行Jり10，two problems occllrrecl after her c1eath_ One is a c1eep Oppl喝essionby the 
日overnment，the other， mOIで important，is the way to sllcceecl the charisma of the fOllncler 
8elievers in Tenri-/<)lo ¥vere unsettlecl after that， a leacler has formecl new teachings to keep 
the religiolls community. The most important new thOllght is that Gocl has been stayin日 jibα
(s21crecl ap21ce) forever where Gocl creates everything to bring s21lvation. This place has become 
a center of the Tenri-/?vo'S ¥vorlc1 ¥vhere believers c1eclicate sacrecl c1ances ancl music 
Ho¥vever， it ¥>v21s inevitable that ne"v sects were split from Tenパー/?yo_Onishi's movement 
(Honmichi) h21cl the most inflllence of 211. lt is possible to llnclerstancl that his movement 21imecl 
at the reformation of Ten1ゴーlり10 by his becomin記 the revelator. Religiosity of Ten1んi-kyo
reqllirecl not only the place of the real existence blt the existence of the revelator 
There are a lot of sects split fI勾om Tenri-/，り10. FOllnclers of those sects have charismas to 
a cert21in clegree， especially， magic religiolls charisma_ Those believers hope for a clirect 
c1ivine favor， "vhich people ¥vant to get. \~le al凋rive at the conclllsion that Tenri-kyo 'schange in 
qpality was causecl by the c1eath of fOllncler， this brought theηev-/ interpretation of teachings 
which converts the essence ofγeligiosity from the religion of revelator to that of place， after 
all， new sects have to be born. 
Key worcls: charisma， poplllar religion， Tenri-kyo， HOn1nichi， sacrecl place， sect， revelator 
